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先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

実施状況報告書（平成２４年度） 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

 

 

 

 

 

 

1． 当該年度の研究目的 

ⅰ)平成２４年度は、渡航先の調査をより広範囲、より長期の日程で行う。調査地は、インドを中心に、タ

イ、マレーシア、韓国なども状況に応じて含める。また、ⅱ)これらの地域を専門とする研究協力者を加え、

研究を行う。これによりアジアの生殖医療の問題点を、医学・社会学的・法的側面から明らかにすることが

できる。成果は最終年度までに書籍または報告書として公表することを目標とする。ⅲ)国内の不妊患者に

対する調査を行う。国内の不妊患者のうち渡航治療を選択した当事者やこれから渡航治療を考えている

当事者、また養子縁組で子どもをもった当事者への調査を行い、生殖ツーリズムを生み出す構造を明らか

にし、どのような施策が必要かを検討する。成果は書籍または報告書として研究期間中に公表することを

目標にする。ⅵ) 国内での生殖補助医療(eg.卵子提供)の法整備を視野にいれた実施の可否や実施条件

の検討について、法学者、倫理学者、社会学者らとともに議論を行い、研究期間中に書籍または報告書と

して公表することを目標にする。 

 

2． 研究の実施状況 

国内調査 

「周産期医療に携わる医師の超高齢出産と第三者生殖技術に対する意識調査」を実施した。分娩を取り

扱う全国の周産期医療施設の 2,693 カ所に対し、アンケートを郵送し、679 票(回収率 25.3%)を回収した。報

告書は、ホームページ等に掲載し、関係各所にも郵送した。調査結果は複数のメディアで取り上げられ

た。 

「卵子提供に関する不妊当事者の意識に関する調査」を実施した。全国 69 カ所の不妊治療施設を通して

2538 票を配布した。集計結果の報告書は平成 25 年度に公表する。 

海外調査 

インド、タイ、マレーシア、シンガポール、ベトナム、中国で補助事業者、研究員、研究協力者が調査を実施

した。これらの調査結果の報告は、ホームページ及び研究会のブログに公表した。調査に基づく学会報

告、講演、論文執筆などは、平成 25 年度以降に行う。 

研究会・講演会 

第 15 回～第 21 回生殖テクノロジーとヘルスケアを考える研究会・公開講演会を実施した。第 15 回(4 月

27 日)は東京大学本郷キャンパスで 7 人が報告を行った。第 16 回(5 月 19 日)は公開講演会として石川四
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高記念文化交流館にて、水野紀子氏が「生殖補助医療と実親子関係法」と題して報告を行った。第17回(9

月 7 日)は東京大学本郷キャンパスで 7 人が報告を行った。第 18 回(9 月 8 日)は公開講演会として東京大

学本郷キャンパスにて、大野和基氏が「卵子提供の功罪、特に商業化という罪」と題して報告を行った。第

19 回(10 月 21 日)は日本科学未来館で 3 人が報告を行った。第 20 回(12 月 14 日)は東京大学本郷キャン

パスで 4 人が報告を行った。第 21 回(12 月 15 日)は公開講演会として、東京大学本郷キャンパスにて奥田

美加氏が「周産期医療からみた生殖補助医療の功罪-分娩時年齢の高年齢化」、合阪幸三氏が「生殖技

術の進歩とそれに関する国内外の社会情勢について」と題して報告を行った。これらの研究会での報告内

容や議論の一部を要約しホームページで公開した。 

 

 

3． 研究発表等 

 
 

雑誌論文 

 

計 4 件 

 

（掲載済み－査読有り） 計 2 件 

 

日比野由利・島薗洋介・神林康弘・人見嘉哲・荻野景規・中村裕之  

卵子提供に対する医師・不妊当事者の意識と実態  

日本予防医学会雑誌 2012;7(2):49-58 

 

Yuri Hibino, Yosuke Shimazono 

Becoming a surrogate online: “message board” surrogacy in Thailand.  

Asian Bioethics Review. 2013;5(1):56-72 

 

（掲載済み－査読無し） 計 2 件 

 

日比野由利  

アジアの生殖医療 

臨床婦人科産科 2012;66(11):1018-1024. 

 

白井千晶・日比野由利 

卵子提供および海外渡航治療に対する医師の意識調査からみえること 

臨床婦人科産科 2012; 66(2) :186-192. 

 

（未掲載）       計 0 件 

 

 

会議発表 

 

計 14 件 

専門家向け 計 13 件 

 

日比野由利  

渡航生殖に関するアンケート調査結果  

第 15 回生殖テクノロジーとヘルスケアを考える研究会 (補助事業者主催)  2012 年 4 月 27 日 東京大学本

郷キャンパス 東京 

 

日比野由利  

インド女性の語りからみたインドの第三者生殖技術の現状・プロセス 

第 17 回生殖テクノロジーとヘルスケアを考える研究会 (補助事業者主催)  2012 年 9 月 7 日  東京大学本

郷キャンパス 東京 

 

日比野由利  

周産期医療における超高齢出産の実態と周産期医師の第三者生殖技術に関する意識 

第 20 回生殖テクノロジーとヘルスケアを考える研究会(補助事業者主催) 
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2012 年 12 月 14 日 東京大学本郷キャンパス 東京 

 
日比野由利・野辺陽子(オーガナイザー） 

生殖ツーリズム構造からの脱却 

第 24 回 日本生命倫理学会 2012 年 10 月 27-28 日 京都 

 

日比野由利 

タイの生殖医療と第三者生殖技術の「利用される側」としてのタイ女性の経験 

第 53 回 日本母性衛生学会 2012 年 11 月 16-17 日 福岡 

 

日比野由利・島薗洋介・藤田真樹・神林康弘・柴田亜樹・三苫純子・山崎政美・人見嘉哲・中村裕之 

渡航不妊治療の現状と問題点 

第 10 回 日本予防医学会 2012 年 11 月 24-25 日 広島 

 

日比野由利・島薗洋介・藤田真樹・神林康弘・柴田亜紀・三苫純子・山崎政美・人見嘉哲・中村裕之 

周産期医師の卵子提供分娩に対する認識 

第 83 回 日本衛生学会 2013 年 3 月 24-26 日 金沢  

 

日比野由利  

渡航治療の現状と問題点 

不妊症看護認定看護師ポストコース 2012 年 11 月 3 日 聖路加看護大学 

 

島薗洋介・日比野由利 

 不妊患者の卵子提供に対する意識：第三者の関与する生殖補助医療に関するアンケート調査の結果から 

 第 57 回 日本生殖医学会 2012 年 11 月 8-9 日 長崎 

 

藤田真樹・日比野由利・島薗洋介・中村裕之   

インドの商業的代理懐胎における法的・倫理的問題  

第 10 回 日本予防医学会 2012 年 11 月 24-25 日 広島 

 

島薗洋介・日比野由利・中村裕之  

不妊患者の卵子提供に対するニーズ アンケート調査の結果の分析から  

第 10 回 日本予防医学会 2012 年 11 月 24-25 日 広島 

 

島薗洋介・日比野由利・中村裕之  

卵子提供における匿名性と非匿名性：不妊患者の意識に関するアンケート調査結果  

第 83 回 日本衛生学会 2013 年 3 月 24-26 日 金沢 

 

藤田真樹・日比野由利・島薗洋介・中村裕之 

 生殖ツーリズムをめぐる法的・倫理的問題  

第 83 回 日本衛生学会 2013 年 3 月 24-26 日 金沢 

 

一般向け 計 1 件 

 

日比野由利・島薗洋介・藤田真樹・牧由佳・中村裕之 

 海外での卵子提供・代理出産  

金沢大学医学展 2012 年 11 月 3-4 日 金沢 

 

 

図 書 

 

計 0 件 
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産業財産権 

出願・取得状

況 

 

計 0 件 

（取得済み） 計 0 件 

 

（出願中） 計 0 件 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 
「グローバル化による生殖技術の市場化と生殖ツーリズム：倫理的・法的・社会的問題」 

http://saisentan.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 

「生殖テクノロジーとヘルスケアを考える研究会[忘備録]」  

http://azuki0405.exblog.jp/ 

 

国 民 と の 科

学･技術対話

の実施状況 

 

新聞･一般雑

誌等掲載 

計 3 件 

 

「第三者関与の治療にニーズ 不妊患者への意識調査」『47NEWS 医療新世紀』 2012 年 5 月 29 日 

http://www.47news.jp/feature/medical/2012/05/post-685.html 

 

「仲介者まかせのリスク」 『AERA』 2012 年 7 月 30 日号 58-59 ページ 

 

「不妊治療 卵子提供のいま」『社会新報』 2012 年 10 月 3 日号 第 4706 号 

http://saisentan.w3.kanazawa-u.ac.jp/image/20121003_syakaishinpou.pdf 

 

その他 (テレビ) 

 

「海外で卵子提供を受ける女性急増」NHK ニュース (2013 年 1 月 10 日)18 時 27 分放送 

http://saisentan.w3.kanazawa-u.ac.jp/image/NHKWeb_%2020130110.pdf 

 

 

(web 上に公表された報告書・資料) 

 

日比野由利編著 

「生殖テクノロジーとヘルスケアを考える研究会 報告書Ⅱ 渡航治療に関する医師・患者アンケート」 （205

ページ） 

http://saisentan.w3.kanazawa-u.ac.jp/image/houkoku_2.pdf 

 

「周産期医療に携わる医師の超高齢出産と第三者生殖技術に対する意識調査」 報告書 (16 ページ) 

http://saisentan.w3.kanazawa-u.ac.jp/image/syuusannki_houkokusyo_20130115.pdf 

 

「インドの代理出産と生殖ツーリズムにおける火急の法的課題」(4 ページ) 

http://saisentan.w3.kanazawa-u.ac.jp/image/houtekikadai_20121025.pdf 

 

「代理母仲介業を始める元代理母たち」インド調査結果 (2012 年 6 月 4 日) 

http://azuki0405.exblog.jp/15980614/ 

 

「生殖ツーリズム未満:コルカタの代理出産」インド調査報告 (2012 年 10 月 16 日) 

http://azuki0405.exblog.jp/17002430/ 

 

 

 

4． その他特記事項  

 特になし



様式１９　別紙２ 課題番号 ＬＺ006

１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

既返還額（前
年度迄の累
計）

57,000,000 20,550,000 18,000,000 18,450,000 0

17,100,000 6,165,000 5,400,000 5,535,000 0

74,100,000 26,715,000 23,400,000 23,985,000 0

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を除
く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度執
行額

⑥（=④－⑤）
当該年度未執
行額

当該年度返還
額

10,841,680 18,000,000 0 28,841,680 18,950,129 9,891,551 0

5,201,384 5,400,000 0 10,601,384 5,420,188 5,181,196 0

16,043,064 23,400,000 0 39,443,064 24,370,317 15,072,747 0

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

915,409

5,029,657

10,158,058

2,847,005

18,950,129

5,420,188

24,370,317

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入

年月日
設置研究機関
名

0

0

0

物品名

直接経費計

間接経費計

合計

旅費 生殖医療実態調査旅費（インド）等

謝金・人件費等 研究支援者給与、講演謝金等

その他 研究用資料印刷費、業務委託費等

直接経費

間接経費

合計

備考

物品費 研究用消耗品等

本様式の内容は一般に公表されます
実施状況報告書（平成２４年度）　助成金の執行状況

直接経費

間接経費

合計




